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第 2期八戸圏域連携中枢都市圏ビジョン【二次案】 

具体的取組の概要について 

 

○ 連携協約に基づく 3つの役割ごとに基本目標を設定。 

○ 令和 2年度から事業化の検討を進めてきた事業について新たに追加するととも

に、各ＷＧ会議において既存 80事業の見直し（拡充、統合、終了等）を実施。 

○ 事業名称について、内容の伝わりやすさや語尾の統一の観点から見直しを実施。 

 

＜第 2期ビジョン（案）における事業数＞ 

連携協約に基づく役割 第 1期 第 2期（案） 増減 

圏域全体の経済成長のけん引 27事業 26事業 △1事業 

高次の都市機能の集積・強化 11事業 8事業 △3事業 

圏域全体の生活関連機能サービスの向上 42事業 44事業 ＋2事業 

合 計 80事業 78事業 △2事業 

 

 

１．基本目標について 
 

（1）圏域全体の経済成長のけん引 

基本目標 現状値 目標値 備 考 

製造品出荷額等 
6,638 億円 

（R1年） 

6,840億円 

（R8年） 

・直近 5年間で最も金額が高かった

H30年（6,837億円）を上回ること

を目標とする。 

農業産出額 
65億円 

（R1年） 

68億円 

（R8年） 

・直近 5年間で最も金額が高かった

H28年（67億 8千万円）を上回るこ

とを目標とする。 

観光入込客数 
960万 5千人 

（R1年） 

970万人 

（R8年） 

・各市町村の総合戦略や総合計画にお

いて KPIに位置付けている入込客数

等の合計値を目標とする。 

 

 

（2）高次の都市機能の集積・強化 

基本目標 現状値 目標値 備 考 

広域バス路線数 
14路線 

（R3年） 

14路線 

（R8年） 

・公共交通ネットワークの維持・充実

を図るため、広域バス路線の維持を

目標とする。 

八戸市中心市街地の 

歩行者通行量 
48,217人 

（R2年） 

 75,600人 

（R8年） 

・高次都市機能（八戸ﾎﾟｰﾀﾙﾐｭｰｼﾞｱﾑ、

八戸市美術館、八戸ﾌﾞｯｸｾﾝﾀｰ、長根

屋内ｽｹｰﾄ場）が集積する八戸市中心

市街地の歩行者通行量の増加を目標

とする。（第 3期八戸市中心市街地

活性化基本計画で掲げる目標値） 

資料３ 
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（3）圏域全体の生活関連機能サービスの向上 

基本目標 現状値 目標値 備 考 

合計特殊出生率 
1.38 

（H30～R2 年平均） 

1.38以上 

（R8年） 

・4項目全てにおいて、現状値を上回

ることを目標とする。 

転入者人口比率 
2.89％ 

（R2年） 

2.89％以上 

（R8年） 

転出者人口比率 
3.19％ 

（R2年） 

3.19％以下 

（R8年） 

年少者人口比率 
11.09％ 

（R2年） 

11.09％以上 

（R8年） 

 

 

２．具体的取組（連携事業）について 

 

（1）新規追加 （4事業） 

事業名 事業概要 

№51 介護予防センター利用促進事業 八戸市介護予防センターにおいて介護予防及び

認知症予防事業、認知症支援事業等を実施し、

圏域での更なる利用促進を図る。 

№58 八戸圏域文化財魅力発信事業 地域資源である圏域の文化財が有する価値や魅

力について、圏域住民や観光客等が文化財にア

プローチしやすいツールやデジタルコンテンツ

を活用した情報発信により、各文化財の実見へ

の動機づけや誘導を図る。 

№60 こども支援センター連携推進事業 圏域の教育委員会が連携し、八戸市こども支援

センターを通じ、子育てや不登校等に悩む保護

者などのニーズに応じた支援を行うとともに、

相談対応職員の専門研修を共同で実施する。 

№65 子どものスポーツ機会促進事業 圏域のスポーツ団体情報を各市町村のホームペ

ージで情報公開し、圏域児童のスポーツ参加機

会の拡充を図る。 

 

 

（2）内容の拡充 （5事業） 

事業名 拡充の内容 

№29 美術館運営事業 圏域の児童生徒を対象とする「小中高連携プロ

ジェクト」の実施等により、アートを通した学

びの機会を提供する。 

№49 成年後見制度利用促進事業 成年後見センター（中核機関）を共同設置し、

圏域における相談体制や後見人支援体制の強化

を図る。 
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事業名 拡充の内容 

№59 広域的体験学習支援事業 中学校(2年生)の職業体験等を支援対象に追加す

る。 

№62 氷都八戸パワーアップ 

プロジェクト 

小学生を対象としたフィギュアスケート教室を

新たに実施する。 

№66 不法投棄防止事業 輪番制による市町村の合同パトロールを新たに

実施する。 

 

 

（3）事業の統合 （2事業→1事業）  

統合前  統合後 

①ドクターカー運行事業の充実・強化  
 №36 ドクターカー運行事業 

②ドクターカー運行事業   

 

 

（4）事業の終了 （5事業） 

事業名 終了の理由 

①マチニワ・マルシェ 当事業は、圏域事業者の販路拡大に向け、マチニワを活用

し、風土をテーマとして地元の食にこだわったイベント

（マルシェ）スタイルの提案等を行うものであり、これま

で取組において浸透が図られたことから、行政主体の連携

事業としては終了し、今後は出店者が主体的に関与する企

画として検討していく。 

②高度医療従事者育成事業 当事業は、市民病院の医師・看護師のほか、圏域町村の医

療従事者（医師・看護師・救命救急士）を対象に高度医療

に係る講習会への参加機会を提供するものであるが、圏域

町村からの参加が少なく、今後も需要が見込めないことか

ら、市民病院の単独事業として実施していく。 

③学官連携地域シンクタンク 当事業は、圏域市町村職員に対する調査研究活動への参加

機会の提供により、人材育成を図ることを目的としている

が、圏域町村からの参加申込が少なく、今後も需要が見込

めないことから、八戸市の単独事業として実施していく。 

④救急・母子周産期医療に関

する医療人材育成事業 

当事業は、圏域町村の救急告示病院や産科標榜病院の医

師・看護師に対し、市民病院で開催する講習会への参加機

会を提供するものであるが、これまで圏域町村からの参加

申込がなく、今後も需要が見込めないことから、市民病院

の単独事業として実施していく。 

⑤体育施設情報共有化事業 当事業の成果指標であるホームページの PV数は右肩下がり

で推移し、広域的な体育施設の利用に関する情報の需要は

低いと想定されることから当事業を終了とする一方、圏域

児童のスポーツ参加機会の拡充を目的に、「子どものスポー

ツ機会促進事業」を新たに実施する。 
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【参考】事業名称の見直し(案)    

                                ※現在、検討中 

 現行 変更案 

№3 
テレマーケティング関連産業 
立地促進費補助金 IT関連企業立地促進補助金交付事業 

№4 企業立地促進条例に基づく各種奨励金 企業立地促進条例に基づく奨励金交付事業 

№10 地場産品の販路拡大事業 地場産品販路拡大支援事業 

№11 八戸都市圏交流プラザ事業 八戸都市圏交流プラザ運営事業 

№12 ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ  ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ事業 

№15 
求人・求職情報等無料ウェブサイ
ト運営事業 求人・求職情報無料ウェブサイト運営事業 

№16 地域事業所人材獲得等支援事業 地域事業所人材獲得支援事業 

№17 企業誘致セミナー開催事業 企業誘致セミナー事業 

№18 農業情報提供事業 農業生産技術向上支援事業 

№19 
新規就農者向け支援施策の情報発
信体制の一元化 新規就農促進事業 

№20 農作業マッチング制度構築事業 農作業マッチング促進事業 

№21 南郷そば振興センター共同利用事業 南郷そば振興センター運営事業 

№25 八戸広域観光戦略推進事業 八戸広域観光推進事業 

№30 八戸ポータルミュージアム事業 八戸ポータルミュージアム運営事業 

№31 ブックセンター事業 ブックセンター運営事業 

№34 学生まちづくり助成金 学生まちづくり参画促進事業 

№37 周産期医療体制周知事業 妊婦健康管理支援事業 

№38 不妊専門相談センター事業 不妊専門相談事業 

№43 子育てサロン支援事業 子育てサロン運営事業 

№46 高齢者福祉合同研修会等の開催 高齢者福祉に関する理解促進事業 

№52 障がい者福祉合同研修会等の開催 障がい者福祉に関する理解促進事業 

№53 障害支援区分判定審査事務の共同実施 障害支援区分判定審査の共同実施事業 

№54 勤労者福祉センター事業 勤労者福祉促進事業 

№55 
消費生活に係る意識啓発・相談体
制の充実・強化 消費生活支援事業 

№56 生涯学習情報提供事業 生涯学習推進事業 

№68 福祉避難所の設置及び圏域での相互利用 福祉避難所相互利用事業 

№69 
危険空き家対策のための合同研修
会の開催 空き家対策推進事業 

№71 移住・交流推進事業 移住・交流促進事業 

№74 住民活動保険制度 住民活動保険事業 

№76 職員合同研修の開催 圏域市町村職員育成事業 

№77 女性チャレンジ講座開催事業 女性活躍促進事業 
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